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2 Hp- 1　　　　着装によって生起する恥ずかしさ意識に関する研究
○大林冷子　土井千鶴子＊　中川早苗≪ ＊

（芦屋女子短大　＊姫路工大　＊＊奈良女大）

目的　着装によって生起する恥ずかしさ意識の構造を明らかにすると共に、女子学生と

その母親世代で、恥ずかしさ意識にどのような違いがあるかを比較検討した。同時にこれ

らの恥ずかしさ意識と服装行動との関連についても検討した。

方法　調査項目は予備調査で得た恥ずかしさ尺度20 項目、服装行動としてのおしやれ

意識尺度15 項目、服装規範意識尺度15 項目で、いずれも５段階評定で回答を求めた。調

査は159  名の女子学生とその母親世代を対象に、1998 年12 月に集合法および配票留置法

により実施した。分析方法は、恥ずかしさ意職については評定結果をもとに因子分析を行
い、主因子をもとめた。次に世代間の差を見るため、女子学生と母親世代について恥ずか

しさ意識や服装行動についての評定平均値を求め、Ｔ検定をおこなった。さらに被験者の

恥ずかしさの合計得点を求め、得点数の高低グループ間における服装行動の違いについて

も考察した。

結果　20 項目の恥ずかしさ尺度の評定結果をもとに因子分析した結果､気に入らない服
装（7 項i ）、身体を強調した服装（5 項目）、見苦しい服装（7 項目）の主要な３因子が

得られた。女子学生と母親世代間について、各調査項目の有意差を調べた結果恥ずかしさ

意識については有意差のある17 項目のうち､13 項目について母親世代が高い値を示した。
一方、おしやれ意識については11 項目のうち10 項目に女子学生が高い値を示したのに対

し、服装規範意識では10 項目すべてに母親が高い値を示した。また、恥ずかしさ意識の

得点数の高いグループは低いグループに比べ､服装規範への同調が高い傾向が認められた。

2Hp-2　　　 服装に対す る似合う・似合わない の意識 について一女子学生の場合 一

○小田巻淑子＊、小林茂雄¨

（＊田中千代学園短大、*＊共立女大）

＜目的＞私達は被服を着用する際、似合う・似合わないを意識して、服装をコ―ディネー

トする。似合うという意識には、なんらかの判断の基準があると考えられるが、個人差が
ともなっていると思われる。着用者自身が似合うと思う意識と他者から見た似合うと思う

意識は、必ずしも一致するとは限らない。女子学生を被験者として調査を実施し、似合う

・似合わないの判断の基準や意識について、調査をもとに考察した。

＜方法＞首都圏在住の２０歳前後の女子学生を対象に、19  9 8 年1  1 月～12 月に調査
を実施した。調査内容は①服装の似合い度（7 段階評定尺度）、②服装の評価基準（1  7

項目、５段階評定尺度）、③服装のイメージ（１０項目・５段階SD評定尺度）、④日常の

服装における、好みやおしゃれに対する意識などである。①、②、③については、学生が
デザイン・製作・着装した1  2 服種の写真を用いた。なお、これらの写真は着装者自身が

全体のトータルコーディネートを考え、似合うと意識した写真の中から予備調査をもとに

選択した。データは単純集計、因子分析などにより解析した。
＜結果＞①の服装の似合い度の評定平均値の結果からは、６服種が似合う、３服種がどち

らでもない、３服種が似合わないと判定された。②の服装の評価基準については、因子分

析により、調和、デザイン、体型などの３つの基本的因子が抽出された。また③の服装の

イメージについても因子分析により、調和、個性、成熟性などの３因子が抽出された。こ
れら服装の評価基準や服装のイメージの因子に対する、1  2 服種の平均因子得点の結果と

①の服装の似合い庸の評定平均値の結果は、同じ傾向を示した。
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